
１．施設概要

施設名

所在地

サイトＵＲＬ

根拠条例

設置目的(設置時期)

指定管理者名

指定期間

２．総合的な評価

３．３項目評価の結果

(項目７参照) (項目８参照)

３項目評価とは、３つの項目（利用状況、
利用者の満足度、収支状況）の評価結果を
もとに行う評価をいう。

Ｓ：極めて良好
Ａ：良好
Ｂ：一部改善が必要
Ｃ：抜本的な改善が必要

利用状況
利用者の
満足度

収支状況

Ａ Ｓ Ａ Ａ

３項目評価

(項目６参照)

◆管理運営等の状況　
・概ね提案事項が実施された。実施されなかった項目も代替のイベントを実施する等の対応が図られた。次年
度以降、更にイベントの充実や自然環境保全ミーティング結果を反映した管理運営に期待する。
◆利用状況　
・駐車場機械化による利便性の向上等により、利用者数47万人を超え、対前年度比110.5％、目標達成率
124.2％を達成し、Ｓ評価となった。
◆利用者の満足度　
・指定管理者による接客研修を全員受講するなどサービス向上に努めたことから、利用者満足度調査では上位
２段階の回答割合が81.8％であり、Ａ評価となった。
◆収支状況　
・原油価格高騰に伴い電気代等が高騰し、支出が増えたが、利用者増加に伴い駐車場収入、自販機収入がプラ
スとなり、収入合計／支出合計の比率が101.2％となり、Ａ評価となった。
◆苦情・要望等　
・隣接地からの剪定、除草に関する要望が数件あったが、速やかに対応した。
◆事故・不祥事等　
・５月と２月に維持管理作業中に管理車両を破損する事故があった。再発防止協議会を実施し、再発防止に努
めているが、今後は丁寧な作業を心掛けてもらいたい。
◆労働環境の確保に係る取組状況　
・県による監査、労働基準監督署からの指摘事項はなし。
◆その他
・以上を総合的に勘案し、令和４年度の３項目評価についてはＡ評価とした。

株式会社石勝エクステリア
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都市公園課
（横浜川崎治水事務所
川崎治水センター）

　　　　　　　　　　　　総合的な評価の理由と今後の対応

※新型コロナウイルス感染症や原油価格高騰が３項目評価（利用状況、利用者満足度、収支状
況）に与えた影響及び対応状況も含めて「総合的な評価の理由と今後の対応」を記載。

モニタリング結果報告書
（令和４年度）

東高根森林公園

川崎市宮前区神木本町２丁目

https://higashitakane.com/

神奈川県都市公園条例（昭和32年神奈川県条例７号）

公共の福祉の増進（昭和53年４月25日）

・利用状況の評価はＳ、利用者の満足度の評価はＡ、収支状況の評価はＡで、３項目評価はＡとなった。
・公園資源の積極的な活用が図られており、利用状況が最高評価となっている。令和４年度から本公園維持管
理業務を実施しているため、不慣れな面もあり利用者満足度及び収支状況が最高評価には及ばずＡ評価となっ
ている。
・指定管理業務一年目であり、準備、調整段階の提案項目も多いため、二年目以降は計画的な管理運営の実施
や利用促進事業の充実に期待したい。

＜各項目の詳細説明＞

施設所管課
（事務所）



４．定期・随時モニタリング実施状況の確認

５．管理運営等の状況

〔　指定管理業務　〕

※指定管理業務に与えた新型コロナウイルス感染症等の影響がある場合、対応状況を含めて、

「実施状況等」欄に記載。

〔　参考：自主事業　〕

※自主事業に与えた新型コロナウイルス感染症等の影響がある場合、対応状況を含めて、

「実施状況等」欄に記載。

意見交換等
の実施状況

実 施 頻 度 意見交換等の内容

毎月実施

県と指定管理者との間で定例打合せを行い、月毎
の業務実績及び計画の確認と課題の共有を実施し
た。

実施状況に関わるｺﾒﾝﾄ

自然環境保全ミーティングを発足
し、園内自然環境の保全管理方針
設定に向けた討議を行う。

自然環境保全ミーティングを発
足し、３回の討議を実施してい
る。

討議内容が、今後の維
持管理等に活用される
ことを期待する。

事業計画の主な内容 実施状況等

キッチンカーによる飲食販売を行う。 大規模イベントでの試行出店を実施して
いる。

地域と連携した防災講演会や防災
イベントの開催、防災に関する訓
練・研修等を行う。

天候不良により防災関連イベン
トが中止となった。

地元自治会の防災訓練
に合わせたイベント
で、次回は翌年度に実
施する予定。今後は防
災関連イベントの充実
に期待する。

遅滞・特記事項があった月 特記事項または遅滞があった場合はその理由

無

地域と連携した利用促進を行う。 地域と連携した大規模イベント
の開催や２回の自治会・町内会
連絡調整会議を実施している。

地域との連携を継続し
していくことを期待す
る。

有 ・ 無

公園の環境を生かした利用促進を
行う。

園内の田んぼを利用した体験や
芝生広場を利用したヨガ教室等
様々なイベントを開催し、どれ
も概ね定員数に達している。
収穫体験イベントは、雨天のた
め中止となった。

希望者全員が参加でき
ない人気イベントは開
催回数を増やす等の対
応が望まれる｡中止し
たイベントに代わり、
代替イベントを実施し
たことは評価できる。

事業計画の主な内容 実施状況等

現地調査等
の実施状況

実 施 頻 度 現地調査等の内容

毎月実施

指定管理者から提出された書類の記載内容と現地
の状況を照合した結果、適切に指定管理業務が履
行されていることを確認した。

随時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞにおける
指導・改善勧告等の

有無

指導・改善勧告等の内容

月例業務報告
確認



６．利用状況

目標値の設定根拠：

利用者数の算出方法（対象）：

※原則は人数だが、施設の状況等により変更可能。単位を変更した場合はその理由

提案書の目標値

駐車台数から推計

【新型コロナウイルス感染症等が利用状況に与えた影響と対応状況】
 (※当該影響により評価結果がＣとなった場合は必ず記載)

①新型コロナウイルス感染症等が利用状況に与えた影響
　新型コロナウイルス感染症等の影響に関しては「２．総合的な評価」欄を参照

②令和４年度の対応状況
　新型コロナウイルス感染症等の影響に関しては「２．総合的な評価」欄を参照

＜備 考＞

目　標　値 350,000 350,000 385,000

目標達成率 116.7% 123.6% 124.2%

利用者数※ 408,417 432,460 478,001

対前年度比 105.9% 110.5%

評価 ≪評価の目安≫
目標値を設定し目標達成率で、Ｓ：110％以上　Ａ：100％以上～110％未満　Ｂ：
85％以上～100％未満　Ｃ：85％未満
※施設の特性から利用状況の評価を行わない場合は「目標値の設定根拠」欄に当該
理由を、「目標値」欄に代わりとなる数値（定員数等）を記載してください（女性
保護施設と県営住宅等が該当）。

Ｓ

前々年度 前年度 令和４年度



７．利用者の満足度

〔 サービス内容の総合的評価 〕

質問内容

実施した調査の配布方法 回収数／配布数 ／ ＝

配布(サンプル)対象

(複数回実施した場合は、平均値を記載。)

＜備 考＞

【新型コロナウイルス感染症等が利用者満足度に与えた影響と対応状況】
 (※当該影響により評価結果がＣとなった場合は必ず記載)

①新型コロナウイルス感染症等が利用状況に与えた影響
　新型コロナウイルス感染症等の影響に関しては「２．総合的な評価」欄を参照

②令和４年度の対応状況
　新型コロナウイルス感染症等の影響に関しては「２．総合的な評価」欄を参照

前年度の
回答数 91 31 1 3 1

回答率の
対前年度比 71.9% 124.1% 1347.0% 192.4% 384.8%

前年度回答率 71.7% 24.4% 0.8% 2.4% 0.8%

回答率 51.5% 30.3% 10.6% 4.5% 3.0%

127

合計
満足、不満に回答が
あった場合はその理

由

198

公園の管理運営を総合的にみるといかがでしたか。

利用者に直接配布 198 198 100.0%

公園利用者

サービス内容の総合
的評価の回答数 102 60 21 9 6

満足
どちらか
といえば

満足

どちらで
もない

どちらか
といえば

不満
不満

評価 ≪評価の目安≫
「満足」（上位二段階の評価）と答えた割合が、Ｓ：90％以上　Ａ：70％以上～
90％未満　Ｂ：50％以上～70％未満　Ｃ：50％未満
※評価はサービス内容の総合的評価の｢満足｣回答割合で行う。Ａ

満足度調査の
実施内容

協定に定めた調査内容 実施結果と分析

指定管理者にて通年で紙、
Webによるアンケート及び年
２回来園者へ直接配布によ
るアンケート調査を実施。

指定管理者による通年アンケート
及び直接配布したアンケートの集
計結果を使用する。アンケート方
式が異なるためか昨年度より高評
価の割合が少ないが、8割以上の利
用者から高評価を得ている。



８．収支状況

〔　指定管理業務　〕 (単位:千円)

(単位:千円)

/ / /

①新型コロナウイルス感染症等が収支状況に与えた影響
　原油価格高騰の影響については「２.総合的な評価」欄を参照

②令和４年度の対応状況
　原油価格高騰の影響については「２.総合的な評価」欄を参照

【新型コロナウイルス感染症等が収支状況に与えた影響と対応状況】
 (※当該影響により評価結果がＣとなった場合は必ず記載)

＜備 考＞

60,661 0

決算 49,200 0 11,916

駐車場：
8,809

自販機：
3,107

61,116 60,366 750 101.24%

決算 49,586 62,378 -643 98.97%

0

当初
予算

令
和
４
年
度

※支出に納付金が含まれる場合、その内数

令和４年度 前年度 前々年度

49,200 0 11,461

駐車場：
8,561

自販機：
2,900

60,661

59,696

0 12,149

駐車場：
8,942

自販機：
3,207

当初
予算

49,586 0 10,110

駐車場：
7,100

自販機：
3,010

59,696

61,735

60,331 60,052 100.46%

当初
予算

49,586 0 8,497

駐車場：
6,078

自販機：
2,419

58,083 58,083 0前
々
年
度

前
年
度

評価 ≪評価の目安：収支差額の当初予算額が０円の施設≫
収入合計／支出合計の比率が、Ｓ(優良)：105％以上　Ａ(良好)：100％～105％未満　
Ｂ(概ね計画どおりの収支状況である)：85％～100％未満　Ｃ(収支比率に15％を超
えるマイナスが生じている)：85％未満Ａ

収入の状況 支出の状況 収支の状況

指定管理料 収支比率利用料金 その他収入
その他収入
の主な内訳

収入合計 支出 収支差額

決算 50,315 0 10,016

駐車場：
6,708

自販機：
3,308

279



９．苦情・要望等 該当なし

3 件

2 件

件

件

件

件

件

件

※指定管理者に起因するものを記載。その他、苦情・要望への対応を行ったものを記載。

10．事故・不祥事等 該当なし

※随時モニタリングを実施した場合は必ずその内容を記載。

※過去に発生したものでも、新たな対応等を実施した場合には、その内容を記載。

※なお、大きな事故・不祥事について改善勧告を行わなかった場合は、その理由を併せて記載。

11．労働環境の確保に係る取組状況

※指摘事項は、県による監査（包括外部監査含む）又は労働基準監督署によるものとし、有とした場合は備考欄に
概要を記載。

職員の配置体制 無

労働時間 無

確認項目 指摘事項の有無 備考

法令に基づく手続き 無

発生日

R4.5.18

①発生時の詳細な状況
②県職員による確認の状況（内容及び実施日を記入）
③その後の経過（現在に至るまでの負傷者の状況、再発防止策等）
④施設に対する問題点の指摘やクレームの有無（有の場合は概要を記入）
⑤原因及び費用負担の有無（費用負担が有の場合は内容および負担者を記入）
⑥記者発表の有無（有の場合はその年月日を記入）

①刈払機での除草作業により小石が飛散し、管理車両の窓ガラスが破損した。負傷者
なし。
②５月18日　電話及び事故報告書にて確認した。
③５月20日　公園スタッフにて再発防止協議会を実施した。
④無
⑤無
⑥無

①軽トラック上でタケの切断作業を行ったところ、切断したタケが落下し、管理車両
の窓ガラスが破損した。負傷者なし。
②２月18日　電話及び事故報告書にて確認した。
③２月24日　公園スタッフにて再発防止協議会を実施した。
④無
⑤無
⑥無

職場環境 無

R5.2.18

事業内容

その他

分野 報告件数 概要 対応状況

施設・設備
口頭 隣接地からの剪定、除草要望 要望後速やかに剪定、

除草を実施した。
電話

職員対応


